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1. ロサンゼルス港・ロングビーチ港での物流への影響 

⚫ 米サンペドロエリア(ロサンゼルス港およびロングビーチ港)での 2021 年 1 月のコンテナ滞留日数は、前月の 5 日

から 5.1日に微増しています。 

⚫ 各コンテナターミナルともコンテナを運ぶトラッカーの列も徐々に長くなっており、待機料の発生等の問題も顕在化

しております。当社現地法人である TM Claims Service社現地スタッフからの情報によれば、トラッカーの列が 3マ

イル(＝約 4.8km)に及ぶ日もある模様です。 

⚫ 各ターミナルのキャパシティは限界に近づきつつあり、沖合にはバースの空きを待つ船舶が待機している状況で

す。ロサンゼルス港の速報（3/18時点）では、平均沖待ち日数は 7.7日、沖合で入港を待つ船舶は平均 13隻です

が、多い日は待機船が 20～30隻に上る日もあります。 

⚫ 船舶が沖合に到着した後、ターミナルに着岸できるまで 2～3

週間を要することもあり、また、ターミナル内での滞留も重な

り、荷主側の貨物引取りの大幅遅延やデマレージ、ディテン

ション等を巡るトラブルも頻発しております。 

⚫ 重ねて、2021年 1月中旬に発生した港湾労働者のクラスター

発生も影響し、先行きが見通せない状況が続いております。 

⚫ 両港の1月のコンテナ総取扱量は、対前年比 11.62%増の 159

万 9522TEU。滞留コンテナに占める「5日以上滞留したコンテ

ナ」の割合は 27.4%と、前月の 26%から更に増加し悪化傾向に

あります。 

 

⚫ 一方、鉄道輸送においても、鉄道のランプでの滞留日数も 1

月は平均 7.9 日と滞留が発生しており、引取り・回送にも大き

な打撃を受けております。 
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新型コロナウイルスの世界的流行により、世界各地の主要港では、港湾の混雑解消の目途が立たない状況が続

いております。本号では、米国ロサンゼルス港およびロングビーチ港の混雑状況についてお伝えします。 
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